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＊日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡ ７９２－２１６４ 

北野のり子の活動をお知らせし

ています。 

昨
年
１０
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
選
挙
で
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
３
期
目
当
選
果
た
す
こ
と
が

で
き
、
新
た
な
３
人
の
日
本
共
産
党
議
員
団
、
力
を
合
わ

せ
公
約
実
現
に
向
け
力
を
つ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

早
速
、
１２
月
議
会
で
は
、
３
人
で
分
担
し
市
立
川
西
病

院
構
想
案
の
白
紙
撤
回
、
中
学
校
給
食
自
校
調
理
で
早
期

実
現
、
大
型
ご
み
有
料
化
を
元
の
無
料
に
戻
す
こ
と
等
を

中
心
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
質
し
ま
し
た
。
結
果
を
得

る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、「
住
民
の
福
祉

を
守
る
」
と
い
う
自
治
体
本
来
の
役
割
を
果
た
す
立
場
に

立
ち
き
り
大
い
に
力
を
つ
く
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き

の
指
導
、
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
は
、
い
よ
い
よ
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
悪
政
を
断
ち
切
り
、
憲
法
を
生
か
し
た
政

治
に
変
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
二
つ
の
選
挙
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
も
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
実
り

多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
し
新
年
に
あ
た

っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

市
議
会
議
員 

北
野
の
り
子 

市

議
会
議
員 

北
野
の
り
子 

 

大
型
ご
み
有
料
化
は
、
他
市
町
か
ら
の
流
入
防
止
、
負
担

の
公
平
性
、
ご
み
減
量
の
３
点
を
理
由
に
市
民
の
申
請
に
よ

る
説
明
会
が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
決

定
あ
り
き
の
報
告
の
み
で
市
民
の
意
見
を
聞
く
場
が
な
い

ま
ま
２
０
１
６
年
（
平
成
２８
年
度
）
５
月
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
、
日
本
共
産
党
が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

「
川
西
市
政
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
こ
と
」
の
問
い
に
対
し

約
半
数
が
大
型
ご
み
無
料
化
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
は
、
大
型
ご
み
有
料
化

に
よ
り
数
字
の
上
で
は
排
出
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
前
年
度
の
駆
け
込
み
排
出
の
影
響
や
個
人
負
担
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
不
法
投
棄
の
増
加
や
特
に
ご

み
出
し
に
困
難
を
抱
え
る
高
齢
者
の
負
担
や
排
出
で
き
な

い
ご
み
が
宅
地
内
に
放
置
さ
れ
る
等
、
生
活
環
境
に
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。 

市
民
へ
の
説
明
責
任
や
充
分
な
議
論
を
行
わ
な
い
ま
ま

一
方
的
な
有
料
化
の
押
し
付
け
で
は
、
ご
み
問
題
が
解
決
す

る
と
は
思
え
ず
、
ご
み
減
量
へ
の
市
民
意
識
の
形
成
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
型
ご
み
有
料
化
は
見
直
し
、
市
民
が
ご
み
を

買
わ
な
い
、
使
わ
な
い
、
出
さ
な
い
、
分
別
を
徹
底
す
る
等
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進
を
図
る
べ
き
で 

す
。 市

は
、
大
型
ご
み
有
料
化
に
よ
り
大
幅
な
減
量
に
な
り
相

当
な
効
果
が
あ
っ
た
。
大
型
ご
み
排
出
者
に
処
理
費
用
の
応

分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
ご
み
減
量
に
努
力
さ
れ

て
い
る
方
と
の
不
公
平
感
を
払
拭
す
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
る
。
大
型
ご
み
有
料
化
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
負
担
の

公
平
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
有
料
化
を
見
直
す

こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

１２月議会の一般質問は、大型ごみ有料収集を見直すことについて、高齢者支援について、子育て支援に 

ついての大きく３点を取り上げ質問しました。その内の大型ごみ有料収集を見直すことについての一部を 

ご報告します。 

大
型
ご
み
有
料
化
に
よ
り
大
幅
な
減
量
に
な
り
相
当
な

効
果
が
あ
っ
た
。
大
型
ご
み
排
出
者
に
処
理
費
用
の
応
分

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
ご
み
減
量
に
努
力
さ
れ

て
い
る
方
と
の
不
公
平
感
を
払
拭
す
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
る
。
大
型
ご
み
有
料
化
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
負
担

の
公
平
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
有
料
化
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

○川西市病院事業における地方公営企業法の全部を適用す 

ることから一部を適用することへの移行に伴う関係条例の 

整備等に関する条例の制定について➟（可決） 

１２月議会で賛否が分かれた議案は、この１議案のみ。日本共産党議員団

は病院職員全員解雇する内容の具体化の条例制定のため反対しました。 

（反対：日本共産党３人無所属２人） 

来年度より、市立川西病院は指定管理者制度導入により医療法人協和会（協

立病院）が維持管理運営を行います。この間、市は職員への意向調査を実施

しており、医師については大学医局の動向を確認中。看護保健職１９３人中、

協和会希望は９９人、市事務職への転職希望は３９人、退職の意向を示した

職員は４９人、保留６人。医療技術職３９人中、協和会希望は２１人、市事

務職への転職希望は９人、退職の意向を示した職員は８人、保留１人。こう

した状況を受け、来年度の新規採用は凍結。対象の臨時職員は、雇止めにな

ります。 

  

  

○７５歳以上の後期高齢者の窓口 

負担原則１割の継続を求める意見書 

採択についての請願書➟（継続審査） 

日本共産党議員団は、高齢者の医療費窓口負担原

則１割負担継続を国に求めることに賛成し、請願の

紹介議員となりました。しかし、付託された常任委

員会では、国の動向を見る。全国の後期高齢者医療

広域連合会が要望書を出している等の意見が出さ

れ、日本共産党議員団以外は継続審査の立場をとり

ました。 

※政府は、昨年１２月１０日、経済財政諮問会議（議

長・安倍晋三首相）に示した「改革工程表」は現在

１割の窓口負担の「在り方」につき「早期に改革が

具体化」されるよう指示しています。 

 


